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  令和元年５月１０日（金曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和元年５月１０日（金曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 議第３２号 上山市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

    （閉  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   守  岡     等  議員    ２番   井  上     学  議員 

  ３番   中  川  と み 子  議員    ４番   髙  橋  恒  男  議員 

  ５番   谷  江  正  照  議員    ６番   佐  藤  光  義  議員 

  ７番   枝  松  直  樹  議員    ８番   浦  山  文  一  議員 

  ９番   坂  本  幸  一  議員   １０番   大  沢  芳  朋  議員 

 １１番   川  崎  朋  巳  議員   １２番   棚  井  裕  一  議員 

 １３番   尾  形  み ち 子  議員   １４番   長  澤  長右衛門  議員 

 １５番   髙  橋  義  明  議員 

 

欠席議員（０人） 
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説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  塚  田  哲  也 副 市 長 

金  沢  直  之 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

土  屋  光  博 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  尾  形  俊  幸 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

井  上  咲  子 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

渡  辺  る  み 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

佐  藤     毅 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  後  藤  彩  夏 主 任 
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開  会 

 

○髙橋義明議長 去る５月７日告示になりまし

た第４８９回臨時会をただいまから開会いたし

ます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○髙橋義明議長 出席議員は定足数に達してお
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りますので、これより直ちに会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期臨時会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長大沢芳朋議員。 

〔大沢芳朋議会運営委員長 登壇〕 

○大沢芳朋議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る５月９日、議会運営委員会を開き、今期

臨時会の日程について協議いたしました。その

結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日１日とすることにいたしまし

た。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 提出されております議案は条例議案１件であ

りますが、提案理由の説明の後、委員会付託を

省略して議決することにいたし、本日は以上を

もって閉会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○髙橋義明議長 日程第１、諸般の報告であり

ますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔佐藤 毅事務局長 登壇〕 

○佐藤 毅事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る５月７日、上山市告示第１号によって、

令和元年５月１０日、上山市議会第４８９回臨

時会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和元年５月７日、議第４３号をもって地方

自治法第１２１条の規定により、市長ほか各関

係機関に第４８９回臨時会に出席するよう要求

いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○髙橋義明議長 日程第２、会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ５番 谷 江 正 照  議員 

  ８番 浦 山 文 一  議員 

 １０番 大 沢 芳 朋  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○髙橋義明議長 日程第３、会期決定の件を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日１日といたしたいと思い
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ますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 議第３２号 上山市市税 

条例の一部を改正する条 

例の制定について 

 

○髙橋義明議長 日程第４、議第３２号上山市

市税条例の一部を改正する条例の制定について

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第３２号上山市市税条例の一部を改正する

条例の制定についてでありますが、地方税法等

の一部改正に伴い、必要な改正を行うものであ

ります。 

 その主な改正内容は、国民健康保険税におい

て基礎課税額に係る課税限度額の引き上げ及び

減額の対象となる所得の基準について軽減判定

所得額の引き上げを行うとともに、応益割の旧

被扶養者減免の減免期間の見直しを行うもので

あります。 

 なお、詳細につきましては税務課長から説明

申し上げますので、よろしく御審議の上、御可

決くださいますようお願い申し上げます。 

○髙橋義明議長 税務課長。 

〔前田豊孝税務課長 登壇〕 

○前田豊孝税務課長 命によりまして、議第３

２号上山市市税条例の一部を改正する条例の制

定について御説明申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、地方税法等

の一部改正に伴い、国民健康保険税に係る規定

について必要な改正を行うものであります。 

 それでは初めに、改正内容を御説明申し上げ

ますので、議案と一緒に配付しております議第

３２号議案資料をごらん願います。 

 １の課税限度額の引き上げにつきましては、

国民健康保険制度の見直しに伴う改正により、

基礎課税額の限度額を現行の５８万円から６１

万円に引き上げるものでございます。 

 ２の減額措置に係る軽減判定所得の見直しに

よる軽減措置の拡充につきましては、低所得者

に対する軽減措置のうち、今回は、５割軽減と

２割軽減の対象世帯の軽減措置を拡充するもの

であります。 

 （１）の５割軽減の対象となる世帯の算定額

につきましては、軽減判定所得の算定における

被保険者の数に乗ずべき金額を２７万５，００

０円から２８万円に引き上げ、（２）の２割軽

減の対象となる世帯の算定額につきましては、

軽減判定所得の算定において被保険者の数に乗

ずべき金額を５０万円から５１万円に引き上げ

るものであります。 

 ３の応益割の旧被扶養者減免の減免期間の見

直しにつきましては、令和元年度より後期高齢

者医療制度において、世代間の負担の公平化を

図るため、旧被扶養者の均等割の保険料の軽減

期間が資格取得後２年間に限られることになっ

たことに伴い、国民健康保険税についても同様

の見直しを行うものであります。 

 その内容としましては、医療給付費基礎課税

分に係る被保険者均等割と世帯別平等割、後期

高齢者支援金等課税分に係る被保険者均等割の

減免期間について、平成３０年度までは特例と

して当分の間継続するとしていたものを、令和
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元年度以降は、資格取得後２年を経過する月ま

でと定めている本則の規定に戻すものでありま

す。 

 続きまして、条例の改正箇所について御説明

申し上げますので、議案書の１ページをお開き

願います。 

 なお、改正箇所につきましては、下線で示し

てあるところになります。 

 最初に、第１２８条第２項並びに第１３５条

第１項につきましては、さきに御説明いたしま

した国民健康保険税の基礎課税額の限度額を５

８万円から６１万円に改正するものであります。

 ２ページをお開き願います。 

 第１３５条第１項第２号、第３号につきまし

ては、さきに御説明申し上げました国民健康保

険税の軽減措置の拡充に伴い、第２号では、５

割軽減対象世帯の被保険者の数に乗ずべき金額

を２７万５，０００円から２８万円に、第３号

では、２割軽減対象世帯の額を５０万円から５

１万円に改正するものであります。 

 続きまして、条例附則について御説明申し上

げます。 

 条例の附則第２９条につきましては、さきに

御説明申し上げました国民健康保険税の減免の

特例のうち、応益割の旧被扶養者減免の減免期

間の見直しに伴い改正するほか、「国民健康保

険税」の表記を条例本文に合わせて「保険税」

に改めるものであります。 

 なお附則でありますが、１の施行期日につき

ましては、公布の日から施行するとするもので

あり、２の経過措置につきましては、この条例

による改正後の上山市市税条例の規定は、令和

元年度以後の年度分の国民健康保険税について

適用し、平成３０年度までの国民健康保険税に

ついては、なお従前の例によるとするものであ

ります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○髙橋義明議長 ７番枝松直樹議員。 

○７番 枝松直樹議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第３２号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 ただいま７番枝松直樹議員か

ら、委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第３２号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑、発言を許します。１番守岡等議員。 

○１番 守岡 等議員 資料の３番目の応益割

の旧被扶養者減免の減免期間の見直しについて

お伺いします。 

 後期高齢者医療制度は軽減特例の見直しによ

って被扶養者の均等割額の軽減は９割から５割

軽減にされ、今年度からは資格取得後２年間だ

けの軽減になりまして、それに伴って国保も同

様の制度にするものだというふうに理解してい

ますけれども、そこでお尋ねしたいのは、７５
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歳以上の社会保険被保険者が後期高齢者医療制

度に移ることで７４歳以下の扶養家族が資格を

失い、国保加入手続をしなければならないわけ

ですけれども、この後期高齢者医療制度が発足

した当時は、この手続をしなかったために無保

険になった方が相当数いたというふうに言われ

ています。現在、こうした無保険者の状況がど

うなっているのか、お尋ねします。 

○髙橋義明議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 本市におきましては、

当時そういった無保険者の方が多く出たような

状況にはなかったと認識をしております。 

 ６０歳未満の方が社会保険から外れた場合に

は、市で把握することは可能で、国保への加入

勧奨をしたり、その他のケースにおきましても

事業主から被扶養者の方へ異動申請の書類等を

送った上で勧奨がされており、必要な方につき

ましては速やかに手続がされたものと考えてお

ります。 

○髙橋義明議長 守岡等議員。 

○１番 守岡 等議員 了解しました。 

 もう一つ、同様に制度が発足当初、後期高齢

者医療制度に移った被扶養家族の異動届を提出

しないと減免が受けられないという問題が生じ

まして、現在でも同じような問題があるのかど

うか、お尋ねします。 

○髙橋義明議長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 社会保険から後期高

齢者医療制度へ移行する場合につきましては、

社会保険診療報酬基金から後期高齢者医療広域

連合にその情報が行きまして、広域連合のほう

で手続をすることになっております。 

 加入者本人がそういった手続をしなくても、

減免措置を受けることは可能でございます。 

○髙橋義明議長 ほかに質疑はありませんか。

枝松直樹議員。 

○７番 枝松直樹議員 具体的な影響について

お伺いをしたいんですが、まず、引き上げのと

ころで、それから２番目は減免のところで分け

て、それぞれ、ですから３分類になるんですが、

まず税収の増減についてそれぞれわかればお示

しください。 

 それから、該当者数をどの程度見積もってお

られるのか。引き上げ、そして、減免について

は二通りあるわけですが、それぞれについてわ

かればお知らせください。 

○髙橋義明議長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 税収の増減につきまして

は、平成３０年の所得がまだ確定しておりませ

んので、税収の増減については推計しておりま

せん。 

 なお、平成３０年度の課税状況のほうから対

象者等について推計しますと、課税限度額が５

８万円から６１万円に引き上げされた際の世帯

数については、０．７％程度の世帯というふう

に推計されます。 

 軽減判定所得の見直しによる軽減措置の拡充

によって、新たに対象となる世帯につきまして

も、平成３０年所得が確定しておりませんので、

前年度のもので推察させていただきますが、新

たに２割軽減の対象になる世帯というのが、大

体２０世帯前後ではないかというふうに想定し

ています。 

 また、２割から５割軽減対象に移行する世帯

は、１０世帯程度ではないかということで推計

しているところでございます。 

○髙橋義明議長 ほかに質疑はありませんか。

髙橋恒男議員。 

○４番 髙橋恒男議員 平成３０年度から各市

町村単位から県単位ということに国保の体制も



－７－ 

変わったばかりなんですけれども、その根拠を

ちゃんとつかんで議案にのせてもらいたいと思

います。お願いします。 

○髙橋義明議長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 国民健康保険税の算出方

法につきましては、地方税法とか国民健康保険

法等そういった規定、そして、あと国からの通

達指導によってやっておりますので、他市町と

大きく変わるものはないというふうに考えてお

ります。 

○髙橋義明議長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第３２号上山市市税条例の一部を改正する

条例の制定について、原案のとおり可決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第３２号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期臨時会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○髙橋義明議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

        閉  会 

 

○髙橋義明議長 以上で今期臨時会の日程の全

部を終了いたしました。 

 これをもって第４８９回臨時会を閉会いたし

ます。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時２２分 閉 会 
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